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６年生ありがとう…そして、おめでとう
ね ん せ い

いよいよ令和２年度も終わろうとしています。先日 行 われました年度末のPTA例会でもお話しいた
れ い わ ねん ど お せんじつおこな ねん ど まつ れ い か い はな

しましたように、この一年間、コロナ禍の中で一時は教 育課程が終 了できるかどうか心 配しまし
いちねんかん か なか いちじ きよういくかてい しゆうりよう しんぱい

たが、保護者の皆 様のご協 力とご支援により教 育活 動を全て無事に終えることができそうで
ほ ご し や みなさま きようりよく しえん きよういくかつどう すべて ぶ じ お え る

す。本当にありがとうございました。 心 から御礼を申し上げます。
ほんとうに こころ おんれい もう あ

ここ数日、 急 に 暖 かい日が続いています。 桜 の開花も宣言されました。 暖 かくなるのは嬉しいこ
すうじつ きゆう あたた ひ つづ さくら かい か せんげん あたた うれ

とですし、春が近づくと明るい気分にもなりますが、同時に、どこかで寂しさを感じる時期でもありま
はる ちか あか き ぶん どう じ さび じ き

す。それは、卒 業 で、子どもたちとの別れがあるからです。
そつぎよう こ わか

今日は、６年生の 修 了 式でした。式では、トーマス・エジソンの言葉を引用し、上のような 話 をし
き よ う ねんせい しゆうりようしき しき こと ば いんよう うえ はなし

ました。この文 章 は、 話 の内容をまとめたものです。明日に卒 業 式を控えた６年生は、きりりと引き
ぶんしよう はなし ないよう あ す そつぎようしき ひか ねんせい ひ

締まった 表 情 で、真剣に 私 の 話 を聞いてくれました。これから、希望の未来が待っている子どもた
し ひようじよう しんけん わたし はなし き き ぼう み らい ま こ

ちに、あまり説 教 じみたことは言いたくなかったのですが、御船町の未来を担っている大切な存在で
せつきよう い みふね まち み らい にな たいせつ そんざい

すので、このような言葉を贈ることにしました。
こと ば おく

これまで、高木 小 学校の顔として、学校を引っ張ってくれた２１名の６年生。素晴らしい頑張りや、
たかきしようがつこう かお がつこう ひ ぱ めい ねんせい す ば がん ば

ほめてあげたいことはたくさんあります。それらは、明日の式辞の中で 話 をしようと思っています。こ
あ す しき じ なか はなし おも

の紙面では、最後にお礼とお祝いの言葉で終わりたいと思います。
し めん さい ご れい いわ こと ば お おも

「２１名の６年生、ありがとう…そして、おめでとう」
めい ねんせい


